児童・生徒と「一定の距離」を維持し、自分を守ろう！











○自家用車の車内で女子生徒の唇にキスをしたり、抱き合うような行為を繰り返し行った。また、その後、複数回、自家用車の車内で当該生徒と性行為を行った。（懲戒免職）
●悩み事の相談に乗ろうと、ＬＩＮＥの連絡先を交換した。当初は、自制していたが部活で頑張る姿に好意を抱くようになった。
○複数の生徒に対し、校舎内において性的な内容を含む不適切な発言や、不必要な身体接触を繰り返し行い、恐怖感や不快感を与えた。（停職５か月）
●生徒との円滑な関係を築く上で、悪ふざけや冗談が有効と考え、距離を縮めたいと考えた。
過去の処分事例から











○：事故の概要、●：当時の認識・状況


最初は、相談だった、悪ふざけや冗談のつもりだったというケースもあり、誰にでも起こりうる、相手も冗談等として受け止めるとは限らないことを理解しよう！






被害者の約６割は、自校の児童・生徒や教職員


自校にも起こり得ることと考え、真剣に基本対策を徹底しよう！







児童・生徒と私的な電話、メールやLINEのやり取りをしていないか？
児童・生徒を自家用車で送迎をしていないか？
児童・生徒への指導・相談を密室や一対一で行っていないか？
児童・生徒を自宅に招き入れていないか？
自分には不純な気持ちはないからと上記を無視していないか？
今すぐチェックしよう！
一つでも「している・したことがある」人は、自らを守るためにも今すぐ、行動をあらためよう！


わいせつ、セクシュアル・ハラスメント根絶のための３つの心得
◎児童・生徒と「一定の距離」を維持し、自分を守ろう！
◎自分には起こりえないという考えは捨て、相談の際も基本対策を厳守しよう！
◎教職員として児童・生徒に接しているということを常に意識しよう！


Ｈ２９～Ｒ３
わいせつ行為等の相手の属性（全国）


[分類名] 17%





[分類名] 18%


自校の児童・生徒	自校の教職員	自校の卒業生	18歳未満の者	他校の教職員	教育実習生	その他	512	196	53	189	17	8	207	
